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不測時における食料安全保障に関する検討会（第６回）議事概要 

 

１．日時・場所：令和５年 12月６日（水）10:00～11:00 農林水産省第１特別会議室 

２．出席構成員：別紙のとおり 

３．議題：不測時の食料安全保障に関する検討について 

〔テーマ：取りまとめ（案）〕 

 

４．主な発言内容等： 

 

 

 

【平時における対応について】 

・ 不測時に備えた平時の対応として、必要な情報の把握や輸入先国との関係強化等

が整理されているが、酪農などに関しては、既に生産継続が立ち行かない事例もあ

る。健康で豊かな生活が当たり前となっているが、平時における課題は農家や産地

だけの課題ではなく、消費者一人ひとりあるいは国民全体の課題であると認識して

いかなければならない。 

・ 今後の対応として、具体的にどのように情報収集をしていくか、デジタル技術の

活用も含めて検討していくことが重要。 

・ （影響等の予測システムの開発や活用は）科学的根拠に基づく政策立案の第一歩。

データに基づく政策であることを国民に対して情報発信していくことが必要。 

 

【消費者対策について】  

・ 不測時にいきなり情報を発信しても上手くいかないため、平時から消費者に対し

て正しい情報を発信する練習をしていくことや、平時から消費者にとって信頼でき

る情報源を作っていくことが重要。困った時には国民がこれを見る、というものを

考えてもらいたい。そのようなものがないと、SNS等を見てしまうのが消費者心理。 

・ 信頼できる情報源があれば、消費者のパニックを抑えることができ、また、取り

まとめのような食料安全保障の枠組みが実現できるのではないかと思う。 

・ 不測の事態というのは、いつ起きるのか読めないものであり、実際に気候変動が

加速している中で様々なリスクが発生している。このような時にシステムをうまく

活用し、国民とコミュニケーションをとることで、どのような事態になっているの

か理解してもらうことが重要。 

 

【生産の転換について】 

・ 遊休農地や荒廃農地は生産性が低いことを踏まえ、取りまとめのとおり活用の実

現性が高い土地から取り組んでいく必要があると考える。 

・ 対象の品目は、米、麦、大豆や砂糖などとなっており、栄養素の観点も含めて検

討されているが、生産現場に要請・指示等を行う場合には、明確な品目の選定が必

○ これまでの議論内容について、取りまとめが行われた。 

（資料として提出された取りまとめ（案）から変更なし。） 
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要。サツマイモに関しては、基腐病が産地に大きな影響を及ぼしており、このよう

な特別な要因も時としては生じることも考慮すべき。 

 

【不測時の対策の履行を担保するための措置について】 

・ 取りまとめの概要では、計画作成の指示と計画変更の指示について、変更指示は

必要量の供給が確保されていない場合に実施すると明確に書き分けた整理となっ

ている一方で、取りまとめ本体では「計画作成の指示等」としており、区別が明確

でない箇所がある。そのため、概要と同様に計画作成の指示と変更の指示の措置を

講ずる事態の区別を明確にしたほうがいいのではないか。 

・ 今後対外的に説明を行う際には、措置を講ずる事態の区別をしっかり説明すべき。 

 

【関係業界・関係事業者への説明について】 

・ 「おわりに」にも書いてあるが、関係業界へ具体的な手順・オペレーションを示

すことについては、適切に対応いただきたい。 

・ 今後は、本検討会で議論した措置について、具体的なオペレーションを幅広い関

係者と意見交換を行っていくことが重要。 

・ 関係者へ具体的なオペレーションについて明らかにすることについても今後適切

に対応願いたい。 

 

【その他】 

・ 平時と不測時は分けて考えるのではなく繋がっているものと考えており、その点

は取りまとめに反映いただいていると認識。 

・ 現代の世の中は SNSの時代であり、時代に即した短い文章での発信も必要ではな

いか。 

 

以 上 
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